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事業所名 グループホーム悠遊荘              

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和２ 年 ６月 １７ 日（水） 14：００時 ～ １５：００ 

参 加 者 議   題 

民生委員      ２名 

町内会長      1名 

地域住民の代表者  ２名     

地域包括支援センター職員  ２名 

市職員       １名 

事業所       ３名 

・活動報告 

・外部評価目的達報告 

・質疑応答 

 

 

 

会    議    録 

１、挨拶自己紹介 

２、 ５月、６月の活動報告 

５月 

１０日 (日) 母の日 

１１日（月）往診  レク かしわ餅作り 

１５日 (金) S 様 ませき医院受診 

１６日（日）ドライブ定光寺方面 T 様 M 様 N 様 S 様 4 名 

１９日（火）理容 

２５日 (月) 道の駅しなのにてさるの芸を見る T 様 N 様 M 様 

２３日（土）M様誕生日会、カラオケで楽しみました。 

２６日（火）ドライブ岩屋堂方面 S様 M様 N様 3名 

２７日（水）S様 あさいクリニック受診 

３１日（日）レク たこ焼き、お好み焼き 焼きそばパーティー 

６月 

1 日（月）往診 

１５日（月）S様 ませき医院受診 

２１日（日）消防訓練 （予定） 

３０日（火）理容（予定） 

３、内部研修 

5 月 6 日（水）（職員会議） 

外部評価の目的達成計画２ 

自己評価の自己管理ノートを作成 

コロナウイルス感染症について 



6 月 3 日（水）（職員会議） 

緊急時の対応について：急変 転倒 ケガ⇒NS に指示仰ぎ、救急搬送の 

場合は社長、管理者、家族、行政に連絡する 

今後の状況変化を鑑み、痰吸引に関して話し合う 

コロナウイルス感染症：緊急事態は解除されたが今後の面会時のガイドラ

インの確認 

身体拘束（高齢者虐待・不適切なケア）についての資料配布 

４、事故報告 3 件 

5 月 20 日（水） S 様 リビングから立ち上がり廊下を歩いていて他の利用者の部屋

に入ろうとして入り口でバランスを崩して転倒。左手小指に切り

傷。その後本人より気分が悪いとの訴えがあり、頭を打っている

可能性もあり、しなのクリニック受診。 

5 月 23 日（土） S 様 テーブル席から立ち上がろうとしてふらつき転倒、柱で後打

こぶができたが、顔色など変わりなく本人より訴えもなかっの

で氷で冷やして様子を見る。 

6 月 1 日（月）S 様 夜中居室でセンサーがなり訪室するが、間に合わず転倒して頭

に切り傷、出血、こぶあり 応急処置を実施。当日が往診日だ

ったため、午後に主治医の診察をあおぐ。 

５、目的達成経過報告  

令和元年度に目的達成計画を立て 1 年間を目標に課題を決める。 

業務に対して個々に目標を決め自己管理ノートで確認中。 

６、身体的拘束等適正化委員会の開催 

 高齢者虐待についてのチェックリスト 

 出席者に配布し自分自身の意識の確認や近隣や知人等の虐待に対する 

関心を持ってもらう。 

 職員に配布した資料「不適切なケアではないか？の確認ポイント３つ」の配布 

 不適切なケアを常態化しない、放置されると虐待に繋がるリスクがある等 

職員に対する研修内容の報告をおこなう。 

７、 質疑応答、意見交換  

Q１：コロナウイルスで面会や外出制限もあり、入居者様には大きな変化はありましたか？ 

A１：施設が郊外にあり密集しない環境なので可能な限り散歩やドライブ、室内でのイベン

トで気分転換を図りました。寂しそうでしたが特に大きな変化はありませんでした。 

Q２：いわゆる「3 密」を避けるため食事時間はずらしたりしましたか？ 

A２：入居者様は外部との接触は殆どないため感染していないと推定し、（実際に発熱や咳、

息苦しさなどの症状はなし）時間をずらす事はせず、換気だけは気をつけ普通に生

活していました。職員や来訪者は感染源にならないよう、検温、手洗い、消毒、マ

スク着用を励行し自分達の健康管理も気をつけました。  

次回８月１８日（水）予定 

 


